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研究の全体概要 

 持続可能な一般廃棄物処理システムの構築に向けた効率化に関するニーズに加え、新型コロナウィ

ルスの感染拡大により、非接触型のごみ収集システムに関する社会的ニーズが急速に高まっている。

また、2020 年 2 月 4 日に閣議決定された「スーパーシティ構想」においても「自動ごみ収集」が構成

要素のひとつとして挙げられており、ごみ収集に関するイノベーションが社会的要請となっている。 

 本研究では、非接触型のごみ収集を実現する要素技術の開発とシステム化および社会実装に向けた

シナリオ構築を行うことを目的とする。具体的には、既存のごみ収集システムとの連携を念頭におい

た非接触型のごみ投入システム、ごみの圧縮・搬送の非接触化・自動化を実現するスマートごみ箱およ

び自動搬送モビリティを開発する。さらに、自治体および収集・運搬事業者との連携により、「非接触・

自動化」のコンセプトとなる実証モデルを提案し、特定コミュニティにおける実証試験を行うことを

本事業のターゲットと位置付ける。 

 具体的には、現存する傾斜式ごみ収集装置の非接触化・自動化を図るアタッチメント（開発①）、セ

ンサ機能・圧縮機能を搭載したスマートごみ箱（開発②）およびそれを非接触・自動搬出するモジュー

ル式モビリティシステム（開発③）を要素技術と位置付ける。これらの要素技術を収集・運搬事業者の

フィールド（実証①）およびショッピングモール・テーマパーク等の特定空間内（実証②）で性能検証

を行う。さらに、自治体との連携により、高齢化した住宅団地における 1st 10yards の拠点内のごみ

収集を自動走行により行い、開発した技術をシステムとして適用する実証事業を行う（実証③）。本研

究では、事業化を担う事業者との共同提案となっており、技術開発と社会実装に向けた検討を同時並

行で行う。本研究において、要素技術の開発と小規模な実証を完了し、わが国のごみ収集の実情に合わ

せた社会実装に向けたシナリオを提示する。具体的には、本研究で連携先となる自治体を中心に大規

模な実証事業や実用化の展開に向けた方策を検討する。さらに、各地の地域循環共生圏やスマートシ

ティプロジェクトおよび 2025 年の関西万博や 2027 年のリニア開業等での社会実装がターゲットとし

た事業化も検討する。 
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【実証③】自治体
高齢化した住宅団地における” First 
10 yards” 実証モデル

棟ごとにごみ回収BOX
→ごみ作業員が各棟を回って回収

大型スーパー
→宅配との車両シェア
→特定空間の非接触化

公営住宅団地
→高齢化が進んでいる
→各拠点からごみ収集車までご
みを集めてもらえるだけでもあり
がたい（石狩市）

歩行者専用道路
→人の移動・宅配活用
→見守りニーズあり

【研究題目】 非接触型ごみ収集システムの開発と社会実装に向けたシナリオ構築

【研究内容】

【実証②】
排出事業者における特定空間
特定空間におけるごみ清掃の非接触
化・自動化

【実証①】
既存のごみ収集車に適合した非接触
ごみ自動投入システムの実証

①開発技術の展開先候補（同時並行で検討）
自治体A：シュタットベルケとの連携
自治体B：内閣府Society5.0との連携

自治体C：地域循環共生圏との連携
自治体D：イベント活用を想定
商業施設やテーマパークでの活用

②スーパーシティ・スマートシティでの社会実装候補先
自治体E：スマートシティ構想
自治体F：駅前再開発事業
大規模イベントでの活用

開 発

背景） 既存技術にて、半自動ごみ投入装置や無人車両、スマートごみ箱などが存在するが、
非接触で一連のごみ収集の自動化を視野に入れた製品や技術は存在しない

開発方針）・既存のごみ収集システムの要素技術の積み上げによる非接触化・自動化の実現
・スマートシティ・スーパーシティへの導入を念頭においた新しい自動ごみ収集モデルの提示

実 証（PoC）

スマートシティ/スーパーシティでの
将来活用イメージ

オンデマンド＆D2D

廃棄物の非接触
かつ自動回収

画像認識AIより
廃棄物を認識

廃棄物処理場

周遊における荷物
運び /歩くごみ箱

スマートごみ箱を内蔵: 

赤外線センサで内容
量を把握＆圧縮

内容量が基準値を超えると自動
運転で廃棄物処理場へ輸送

スマートごみ箱で
モビ リティと通信

目的地を入力し, 

自動運転

※ごみ回収として呼
ぶことも可能

コン テナを変更すれば
配達も可能

追従

社会実装

【開発①】非接触型ごみ自動投入システム

【開発②】
自動搬出に対応したスマートごみ箱
試作機

ごみ箱→運搬→集積の一連作業

を想定したスマートごみ箱の開発

開発機

既存の反転装置を応用

したパッカー車への自動
投入システム

【開発③】
自動搬送用モジュール式モビリティ

上部ユニット交換型試作機

統一ごみ箱の自動搬送&

動静脈連携型機の開発

開発機

・ごみ箱→運搬→集積→投入の非接触&自動化実証

・動脈連携の実証

【サブテーマ１】非接触型ごみ収集システムの要素技術の開発と性能評価（早稲田大学）
【サブテーマ２】非接触型ごみ収集システムの社会実装に向けたシナリオ構築と評価（大栄環境総研）
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②自動ピック
アップと運搬③自動反転装置

による投入


